
　

第 50 期
中間株主通信

平成31年４月１日から
令和元年９月30日まで

（証券コード　5935）
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● トップメッセージ

ごあいさつ

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げますと共に、当社第50期第2四半期累計期間（平成31年4月1日から令和元年9

月30日まで）の中間株主通信をお届けするにあたり、一言ごあいさつ申し上げます。

当第2四半期累計期間における日本経済は、消費税増税の駆け込み需要などの影響でわずかに国内GDPは上昇するものの、
中国経済の減速や相次ぐ台風・豪雨等の自然災害の影響などにより、景気の先行きはさらに不透明感を増しております。
また、建設業界においては、公共投資や民間投資が堅調に推移しておりますが、労務費や建設資材価格の高止まりにより、
引き続き工事採算は厳しい状況にありました。このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、
近年深刻化する自然災害に耐えうる製品、意匠性の高いオリジナル製品の開発など、高機能・高品質屋根の普及に取り組むこ
とで拡販に努めてまいりました。
この結果、当第2四半期累計期間の売上高は前期からの工期ずれや想定以上の売上高集中により7,003百万円（前年同期比

46.0％増）となり、その内訳は製品売上高が3,484百万円（前年同期比20.8％増）、完成工事高が3,518百万円（前年同期比 
84.1％増）となりました。損益面におきましては、営業利益は165百万円（前年同期は△150百万円）、経常利益は172百万円（前
年同期は△152百万円）となり、四半期純利益は148百万円（前年同期は△122百万円）となりました。

昨年同様、今年も日本各地を地震や台風など度重なる自然災害が襲いここ数年の災害規模から明らかなように、昨今の日本
を襲う自然条件は過去に想定していたそれをはるかに超えるものになりつつあります。
当社としては、従来重きをおいてきた防水性能はもとより、高耐候・高強度
といった独自性のある「技術」と「品質」を更に確固たるものとし、この大自
然に胸を張って立ち向かえる製品を世に送り出し続けていく所存でございます。
また、これからの製品開発は職人の高齢化・人手不足といったことも考慮し
なければなりません。6月に発売した大型建築用の「元旦内樋」は、雪や台風
に強く、落ち葉が入らない機能性を備え、大規模施設等の修繕やメンテナンス
作業の削減に役立つ製品です。先端わずか六十ミリのシャープな軒先を実現す
る屋根一体型の雨どいは、おかげさまで住宅用と共に好評をいただいておりま
す。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

令和元年12月

代表取締役社長

舩
ふ な

　木
き

　 亮
あき

　亮
ふ さ

010_9010001601912.indd   1 2019/11/18   18:45:34



― 2 ―

● 財務ハイライト

● 売上高 （単位：百万円） ● 経常利益 （単位：百万円） ● 四半期（当期）純利益 （単位：百万円）

● 総資産 （単位：百万円） ● 純資産 （単位：百万円）● 1株当たり四半期（当期）純利益 （単位：円）
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（注）1  第48期（平成29年10月1日付）で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。第47期の期首に当該株式併合が行われたと仮定
して、1株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

2  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）を第49期の期首から適用しており、第47期の期首より当
該会計基準等を遡って適用した総資産を算定しております。
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● 四半期財務諸表

四半期貸借対照表

科　　　目 当第2四半期
令和元年9月30日現在

前事業年度
平成31年3月31日現在

（資産の部）

流動資産 5,331,406 4,894,552

現 金 及 び 預 金 803,210 388,625

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,692,724 1,513,611

完 成 工 事 未 収 入 金 803,587 719,675

製 品 586,094 595,958

仕 掛 品 6,407 6,056

未 成 工 事 支 出 金 445,369 727,567

原 材 料 753,847 700,004

そ の 他 256,415 257,683

貸 倒 引 当 金 △16,251 △14,630

固定資産 3,836,934 3,755,180

有形固定資産 2,846,227 2,841,763

建 物 1,014,079 1,029,598

機 械 及 び 装 置 315,601 313,564

土 地 1,444,183 1,446,777

そ の 他 72,364 51,822

無形固定資産 173,231 57,185

投資その他の資産 817,475 856,232

投 資 有 価 証 券 593,966 645,184

そ の 他 429,420 420,240

貸 倒 引 当 金 △205,911 △209,191

資 産 合 計 9,168,341 8,649,733

科　　　目 当第2四半期
令和元年9月30日現在

前事業年度
平成31年3月31日現在

（負債の部）

流動負債 4,292,491 3,684,613

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 763,769 608,848

電 子 記 録 債 務 1,271,243 1,491,798

工 事 未 払 金 217,671 328,464

短 期 借 入 金 1,051,600 391,000

未 払 法 人 税 等 44,111 20,720

製 品 保 証 引 当 金 34,362 28,882

そ の 他 909,733 814,900

固定負債 928,187 1,099,649

長 期 借 入 金 405,000 571,000

退 職 給 付 引 当 金 476,752 465,602

そ の 他 46,434 63,046

負 債 合 計 5,220,678 4,784,263

（純資産の部）

株主資本 3,619,462 3,501,709

資 本 金 1,266,921 1,266,921

利 益 剰 余 金 2,369,339 2,251,586

自 己 株 式 △16,798 △16,798

評価・換算差額等 328,199 363,760

その他有価証券評価差額金 328,199 363,760

純 資 産 合 計 3,947,662 3,865,469

負債・純資産合計 9,168,341 8,649,733

（単位：千円）
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● 四半期財務諸表

四半期損益計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間
平成31年4月  1日～
令和元年9月30日　

前第2四半期累計期間
平成30年4月  1日～
平成30年9月30日　

売上高 7,003,608 4,794,749

売上原価 5,265,654 3,505,439

売上総利益 1,737,953 1,289,310

販売費及び一般管理費 1,572,614 1,440,232

営業利益 165,338 △150,922

営業外収益 30,936 26,364

受 取 配 当 金 9,954 9,649

受 取 賃 貸 料 4,492 2,102

売 電 収 入 6,444 6,546

そ の 他 10,044 8,065

営業外費用 23,856 28,166

支 払 利 息 4,790 8,267

手 形 売 却 損 5,757 6,817

減 価 償 却 費 5,319 6,203

そ の 他 7,990 6,877

経常利益 172,418 △152,724

特別利益

固 定 資 産 売 却 益 4,894 ―

税引前四半期純利益 177,312 △152,724

法人税、住民税及び事業税 29,826 13,127

法 人 税 等 調 整 額 △954 △43,137

四半期純利益 148,441 △122,714

四半期キャッシュ・フロー計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間
平成31年4月  1日～
令和元年9月30日　

前第2四半期累計期間
平成30年4月  1日～
平成30年9月30日　

営業活動によるキャッシュ・フロー 61,606 △478,786

投資活動によるキャッシュ・フロー △110,932 △47,870

財務活動によるキャッシュ・フロー 463,911 729,833

現金及び現金同等物の増減額 414,585 203,176

現金及び現金同等物の期首残高 355,511 318,963

現金及び現金同等物の四半期末残高 770,096 522,139

（単位：千円）（単位：千円）
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● 会社の概況

概要　（令和元年9月30日現在） 事業所一覧　（令和元年9月30日現在）

取締役および監査役　（令和元年9月30日現在）

株式の状況　（令和元年9月30日現在）

大株主　（令和元年9月30日現在）

創 業 年 月 日 昭和40年4月10日
設 立 年 月 日 昭和46年4月26日
資 本 金 1,266,921,109円
主 な 事 業 内 容
（1）金属屋根製品等の製造販売および設計施工の請負
（2）太陽光発電システム等環境製品の製造販売および設

計施工の請負
（3）シート防水屋根材の製造販売および設計施工の請負
従 業 員 の 状 況

従業員数 平均年齢 平均勤続年数
319名 43.1歳 12.7年

本 社 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

東 北 支 店 仙台営業所、盛岡営業所、福島営業所、
北海道営業所、新潟営業所

東 京 支 店 東京営業所、千葉営業所、北関東営業所
神奈川支店 神奈川営業所、甲信営業所
中 部 支 店 名古屋営業所、静岡営業所、北陸営業所
大 阪 支 店 大阪営業所、京都営業所、神戸営業所
中四国支店 岡山営業所、広島営業所、四国営業所
九 州 支 店 福岡営業所、熊本営業所、沖縄事務所

工 場 福島工場、山梨第一工場、山梨第二工場、
岡山工場

そ の 他 白州技術センター、神奈川ショールーム

発行可能株式総数 2,916,000株
発行済株式の総数 771,606株
株 主 数 301名

株　主　名 持　株　数 持株比率
舩 木 元 旦 198,620株 25.8%

全 国 元 旦 代 理 店 持 株 会 76,400 9.9

舩 木 商 事 有 限 会 社 72,400 9.4

舩 木 清 子 63,140 8.2

元 旦 取 引 先 持 株 会 31,350 4.0

関 東 甲 信 越 元 旦 会 持 株 会 30,150 3.9

日 鉄 鋼 板 株 式 会 社 25,100 3.2

元旦ビューティ工業従業員持株会 23,774 3.0

元旦ビューティ工業役員持株会 23,522 3.0

東 北 北 海 道 元 旦 会 持 株 会 19,250 2.5

（注）持株比率については、小数点第二位以下を切り捨てて表示してお
ります。また、自己株式（4,395株）を控除して算出しております。

地　位 氏　名 担当および主な職業

取 締 役 会 長 舩 木 元 旦
代表取締役社長 舩 木 亮 亮
代 表 取 締 役
専 務 取 締 役 加 藤 誠 悟 営業本部長　兼　特販グループ長

取 締 役 岡 部 竜 司 営業副本部長
取 締 役 増 田 一 郎
常 勤 監 査 役 堀 内 　 明
監 査 役 平 井 良 幸
監 査 役 殿 木 　 輝
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● トピックス

先端わずか60mmのシャープな軒先　大型建築用「元旦内樋」を製品化！

大型建築用に製品化した“雪に強く落ち葉が入らない屋根と一体化する雨どい”「元旦内樋」の製品発表会を令和元年6月13日
に品川プリンスホテルで開催し、多数の報道関係者、雑誌社にお集まりいただきました。
建築業界はデザイン重視の時代へ変化しつつあり、斬新なデザインの建物が増えてきております。屋根と雨どいが一体化し、
軒先を60mmまで薄くできる「元旦内樋」
は、大型建築における屋根軒先部のモデル
チェンジを実現する製品です。また、落ち
葉が入らず、雨水を取り込む機能性は建物
の高所作業を伴うメンテナンスを大幅に削
減し、雪や台風に強い強度性能は、防災対
策にもつながります。

福島の復興シンボルの屋根をドローンで撮影！

東日本大震災の際、深刻な影響を受けた福島県双葉郡の復興シンボルとして建てられた「福島県立ふたば未来学園中学校・
高等学校」の屋根に当社製品をご採用いただき平成31年3月に竣工いたしました。当社が携わった福島復興教育支援事業は、
平成30年に竣工した「飯舘村立飯舘中学校・小学校　飯舘村立までいの里のこども園」に続き2校目の実績となります。
当社は創業以来“災害被害ゼロに挑戦する元旦の高強度屋根”をスローガンに、徹底して製品開発を行ってまいりました。現
代の厳しい気象条件下においても屋根で防災に貢献できるよう、全社一丸となって邁進してまいります。
福島県教育庁の協力のもとドローンでの空撮動画はホームページ（YouTube）に公開しています。ぜひご覧ください。

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校
「元旦スプリングルーフ800」
「ダンツキルーフ182」
「元旦内樋」

飯舘村立飯舘中学校・小学校
飯舘村立までいの里のこども園
「ダンカクルーフ260」

※ドローンで撮影した映像がご覧になれます。QRコードを読み取ってください。GANTAN MOVIE（https://www.gantan.co.jp/movies/）
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● 株主メモ

株式についてのご案内 株主優待についてのご案内

（ご注意）
株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理
機関である三井住友信託銀行にお申出ください。

事 業 年 度 毎年4月1日～翌年3月31日

基 準 日 定時株主総会関係　3月31日
その他、必要があるときには、あらか
じめ公告する一定の日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 毎年3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 毎年9月30日

定時株主総会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人および
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

電 話 照 会 先 TEL　0120-782-031（通話料無料）
上場証券取引所 東京証券取引所ジャスダック市場
公 告 方 法 電子公告（当社ホームページに掲載し

ます｡）
https://www.gantan.co.jp/ir/
ただし、事故その他のやむを得ない事
由が生じたときは、日本経済新聞に掲
載します。

当社では、株主の皆様に当社への理解を深めていただく
ことを目的に株主優待を実施しております。

〈対象〉
毎年3月31日現在で100株以上ご所有の株主様および株
主様のご家族・ご親戚

〈優待内容〉
・屋根の無料診断（点検）
・ 屋根工事（金属屋根・シート防水・建材一体型太陽光
発電）の20％割引
　※屋根の付帯工事は除く

ご利用方法については、お気軽にお問い合わせください。
総務グループ　TEL 0466-45-8771

GANTAN BEAUTY INDUSTRY CO., LTD.
本社　〒252-0804 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

TEL. （0466）45-8771　FAX. （0466）45-3031
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